
絶景を楽しみながら健康づくり絶景を楽しみながら健康づくり
　第５回ノルディックウォーキングinおとべが９月２２日、元和台海浜公園周辺で開催　第５回ノルディックウォーキングinおとべが９月２２日、元和台海浜公園周辺で開催

され、町内外から集まった約１３０人がさわやかな汗を流しました。され、町内外から集まった約１３０人がさわやかな汗を流しました。

　当日は、２. ８キロ、３. ８キロ、４. ６キロの３コースが用意され、参加者はそれぞ　当日は、２. ８キロ、３. ８キロ、４. ６キロの３コースが用意され、参加者はそれぞ

れの体力にあわせたコースで、海岸線の美しい景色を楽しみながら歩を進めていました。れの体力にあわせたコースで、海岸線の美しい景色を楽しみながら歩を進めていました。
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　乙部町表彰条例に基づく表彰式が、１１月１日午前１１時から乙部町公民館で行われます。
　この表彰は、長年にわたり乙部町の行政や経済、産業、文化、社会、福祉、その他各般にわたっ
て町の振興に寄与し、町民の模範と認められる方々に贈られるものです。

平
成
二
十
五
年
度

乙
部
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
受
賞
者
の
ご
紹
介

　

昭
和
五
十
年
十
月
か
ら
現
在

ま
で
、
三
十
八
年
余
り
に
わ
た

り
統
計
調
査
員
と
し
て
、
国
勢

調
査
、
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
及
び
経
済
セ
ン
サ
ス
、
農
林

業
セ
ン
サ
ス
、漁
業
セ
ン
サ
ス
、

工
業
・
商
業
統
計
調
査
な
ど
に

従
事
、
い
ず
れ
の
調
査
も
調
査

の
内
容
や
方
法
を
十
分
習
熟

し
、
的
確
に
調
査
客
体
を
把
握

し
た
上
で
調
査
に
臨
ま
れ
、
統

計
業
務
を
通
し
て
地
方
自
治
の

振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

菊　

池　

ミ
ツ
ヨ　

氏

（
元
町
・
七
十
一
歳
）

自
治
功
労

　

建
設
会
社
の
常
務
取
締
役
と

し
て
経
営
に
携
り
、
平
成
七
年

に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設

立
、代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
、

健
全
経
営
と
規
模
拡
大
を
図
る

な
ど
産
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
よ
り
簡
易

水
道
運
営
委
員
会
委
員
と
し

て
、
審
議
に
あ
た
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
女
性
奉
仕
団
体
の
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
活
動
に
参

画
さ
れ
、江
差
地
区
の
会
長
や
、

江
差
地
方
法
人
会
乙
部
地
区
会

会
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

由　

利　

弘　

子　

氏

（
緑
町
・
七
十
三
歳
）

産
業
功
労

　

平
成
十
二
年
五
月
か
ら
元
町

一
自
治
会
長
に
推
さ
れ
、
乙
部

町
行
政
連
絡
員
、
乙
部
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
委
員
、
乙
部
町
社
会
福
祉
協

議
会
理
事
・
副
会
長
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長
、
地

区
納
税
貯
蓄
組
合
長
、
同
組
合

連
合
会
長
と
し
て
、
地
域
住
民

と
の
連
帯
感
を
深
め
、
地
域
づ

く
り
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
ら
れ
る
な
ど
、
町
行
政
の
振

興
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

近　

藤　

征　

昭　

氏

（
元
町
・
七
十
四
歳
）

生
活
文
化
功
労

　

昭
和
五
十
七
年
五
月
か
ら
乙

部
町
立
歯
科
診
療
所
の
歯
科
医

師
と
し
て
、
三
十
一
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
町
民
の
歯
科
医
療

に
尽
力
さ
れ
、
町
民
の
健
康
保

持
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
歯
科
保
健
事
業
、
学
校

及
び
保
育
園
歯
科
医
と
し
て
、

乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
の
歯
科

保
健
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
乙
部

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

中　

舘　

信　

之　

氏

（
緑
町
・
五
十
九
歳
）

社
会
福
祉
功
労

　

株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｃ
が
、
昭
和

五
十
四
年
に
操
業
を
開
始
、
昭

和
六
十
三
年
に
町
内
館
浦
に
工

場
を
開
設
し
、
こ
の
た
び
工
場

の
完
成
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、
今
日
迄
多
く
の
地
域
住
民

に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、
乙
部
町
の
一
層
の
振
興

発
展
を
願
い
、
多
額
の
現
金
を

寄
附
さ
れ
、
町
政
の
推
進
に
大

き
く
寄
与
し
、
そ
の
功
績
は
誠

に
大
で
あ
り
ま
す
。

株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｃ

（
千
葉
県
流
山
市
）

善
行
表
彰
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乙
部
中
学
校
二
年
生
三
十
五
人

が
十
月
二
日
、
乙
部
船
団
と
ひ
や

ま
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
受
け
、

漁
業
体
験
学
習
と
し
て
サ
ケ
の
定

置
網
漁
と
、
獲
っ
た
サ
ケ
の
調
理

を
体
験
し
、
地
元
産
業
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
乙
部
漁
港
か
ら

三
艘
の
漁
船
に
分
乗
し
、
定
置
網

が
仕
掛
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
へ
向

け
て
出
港
。

　

設
置
さ
れ
た
網
を
た
ぐ
り
寄
せ

る
と
、
銀
色
に
光
る
サ
ケ
が
姿
を

あ
ら
わ
し
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て

飛
び
跳
ね
て
い
る
様
子
に
、
生
徒

た
ち
は
大
興
奮
で
し
た
。

　

港
に
戻
っ
て
か
ら
生
徒
た
ち
は
、

サ
ケ
の
オ
ス
と
メ
ス
の
見
分
け
方

や
、
さ
ば
き
方
な
ど
を
教
わ
り
、

筋
子
の
腹
だ
し
や
三
枚
お
ろ
し
に

挑
戦
。

　

ま
た
、
取
り
出
し
た
筋
子
を
イ

ク
ラ
に
ほ
ぐ
す
方
法
も
学
び
、
楽

し
そ
う
に
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ば
い
た
サ
ケ
と
イ
ク
ラ
は
、

学
校
で
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
と
イ

ク
ラ
の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
に
調
理
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
楽
し
い
体
験

が
で
き
た
。
自
分
で
獲
っ
た
サ
ケ

は
と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
期
に
あ
わ
せ
、
栄
浜
小
学

校
児
童
と
育
児
サ
ー
ク
ル
で
農
業

体
験
が
行
わ
れ
、
実
り
の
秋
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

す
く
す
く
広
場
と
ひ
よ
こ
サ
ー

ク
ル
が
合
同
で
九
月
二
十
七
日
、

ゆ
り
の
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
畑

で
、
い
も
拾
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
八
組
十
七
人
の
親
子

が
参
加
し
、
幼
児
た
ち
は
バ
ケ

ツ
に
た
く
さ
ん
の
い
も
を
拾
い
、

拾
っ
た
い
も
を
お
母
さ
ん
た
ち
が

シ
チ
ュ
ー
な
ど
に
調
理
し
て
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栄
浜
小
学
校
児
童
十
七

人
が
十
月
一
日
、
稲
刈
り
体
験
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
か
ら
、
稲
刈
り
や

「
は
さ
掛
け
」
の
作
業
の
方
法
を

教
わ
り
、
学
年
ご
と
に
役
割
を
き

め
て
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
春

に
植
え
た
稲
が
た
わ
わ
に
実
っ
て

い
る
姿
に
大
喜
び
で
、
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
農
法
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
農
業
の
楽
し
さ
や
大
変

さ
を
学
び
ま
し
た
。

▶
定
置
網
漁
を
体
験

▶
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦

▶
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
に
挑
戦

収穫の秋！食欲の秋！
サケに魅せられ大歓声

～乙部中２年生 漁業体験～

収
穫
期
を
迎
え
て
農
業
体
験
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戸
籍
と
は

　

戸
籍
と
は
、
日
本
国
民
の
出
生

か
ら
死
亡
ま
で
の
身
分
関
係
を
記

録
し
た
公
簿
で
、
氏
名
・
男
女
の

別
・
親
子
関
係
（
父
母
の
氏
名
と

続
柄
）
や
夫
婦
関
係
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
電
算
化
と
は

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
紙
の
原
本

で
管
理
さ
れ
、
手
書
き
や
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
で
の
記
載
、
ま
た
コ

ピ
ー
に
よ
る
謄
・
抄
本
の
作
成
な

ど
戸
籍
届
出
か
ら
多
く
が
手
作
業

で
行
わ
れ
、
証
明
書
発
行
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
紙
で
管

電
算
化
の
対
象
者

　

今
回
電
算
化
さ
れ
る
の
は
、
乙

部
町
に
本
籍
が
あ
る
方
の
戸
籍
で

す
。
乙
部
町
に
住
所
登
録
を
し
て

い
て
も
、
本
籍
が
乙
部
町
以
外
に

あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

電
算
化
で

【
名
称
・
様
式
が
変
わ
り
ま
す
】

　

こ
れ
ま
で
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
全
員
を
証
明
す
る
も
の
を

「
戸
籍
謄
本
」、
個
人
を
証
明
す
る

も
の
を
「
戸
籍
抄
本
」
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
が
、
電
算
化
後
は
そ
れ

ぞ
れ
、「
全
部
事
項
証
明
」「
個
人

事
項
証
明
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
様
式
も
縦
書
き
文
章
表

現
か
ら
横
書
き
の
箇
条
書
き
に
変

わ
り
、
数
字
も
漢
数
字
か
ら
算
用

数
字
と
な
り
ま
す
。

　

認
証
印
は
朱
色
か
ら
黒
色
の
電

子
公
印
に
変
わ
り
、
証
明
書
の
複

写
な
ど
に
よ
る
改
ざ
ん
を
防
止
す

る
特
殊
な
用
紙
を
使
用
し
ま
す
。

【
文
字
が
正
字
化
さ
れ
ま
す
】

　

戸
籍
に
使
用
で
き
る
文
字
は
、

常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
及
び
辞

典
に
載
っ
て
い
る
文
字
（
正
字
・

俗
字
）
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
に
は
手
書
き

に
よ
る
書
き
ぐ
せ
や
く
ず
し
文

字
・
誤
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
文

字
が
現
在
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
戸
籍
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
文
字
に
直
し
て
記
載

し
ま
す
。

【
本
籍
・
住
所
の
地
番
表
示
が

変
わ
り
ま
す
】

　

本
籍
や
住
所
表
示
の
「
○
○
番

地
の
△
」
と
い
う
記
載
の
「
の
」

を
と
り
、「
○
○
番
地
△
」
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、住
民
票
の
現
住
所
・

本
籍
欄
の
「
の
」
の
表
示
も
削
除

さ
れ
ま
す
。

【
証
明
書
の
交
付
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
】

　

出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
出
が

あ
っ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
は
和
紙

の
専
用
紙
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や

手
書
き
に
よ
り
記
載
・
作
成
し
て

い
た
こ
と
で
、
事
務
処
理
に
多
く

の
時
間
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の

証
明
書
発
行
も
戸
籍
原
本
を
手
作

業
で
複
写
す
る
な
ど
、
と
て
も
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
戸
籍
事
務
を
電
算
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戸
籍
は
シ
ス

テ
ム
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

戸
籍
の
記
載
や
証
明
書
の
発
行
に

か
か
っ
て
い
た
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。

理
し
て
い
た
戸
籍
を
デ
ー
タ
管
理

す
る
こ
と
と
な
り
、
戸
籍
の
作
成

か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
の
時
間
を

短
縮
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
事
務
の
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
戸
籍
事
務
の
効
率
化
や
正
確
性
、
証
明
書
発
行
時
間
の
短
縮
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
戸
籍
の
電
算
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
紙
に
よ
る
管
理
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
管
理
（
電
算
化
）
へ
と
変
更
し
、
戸
籍
の
作
成

か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
を
電
算
処
理
で
行
え
る
よ
う
整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

　

戸
籍
の
電
算
化
で
何
が
変
わ
る
の
か
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
三
回
に

分
け
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第1回

項　　目 現在の戸籍 電算化後の戸籍

名　　称 戸籍謄本（全員） 全部事項証明書
戸籍抄本（個人） 個人事項証明書

書　　式
縦書き 横書き
文章体 箇条書き
漢数字 算用数字

用　　紙 Ｂ４判・Ｂ５判 Ａ４判
白色普通紙 改ざん防止用紙

公　　印 朱肉印 電子印影（黒色）
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こ
れ
ま
で
の
戸
籍

　
　

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
紙
の
戸

籍
は
、「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と

し
て
一
五
〇
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

　

電
算
化
さ
れ
た
戸
籍
に
は
、
死

亡
や
婚
姻
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
す

で
に
除
か
れ
て
い

る
方
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
。
相
続
な

ど
で
除
か
れ
た
方

が
記
載
さ
れ
て
い

る
戸
籍
証
明
書
が

必
要
な
場
合
は
、

「
平
成
改
製
原
戸

籍
」
を
請
求
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　明治４年に戸籍法が施行され、１００年
以上にわたり日本国民であることや夫婦・
親子などの身分関係を証明する唯一の制度
として社会基盤を支えてきました。
　昭和２３年施行の新戸籍法により、それ
までの「家」単位から「夫婦」単位として
編成するものとして改められ現在に至って
います。
　平成６年には戸籍事務をコンピュータ
（電算）で取り扱うよう改められ、現在で
は全国の九割の市区町村で電算化されてい
ます。

戸籍制度

電算化

〔5〕



　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
九

月
二
十
日
〜
三
十
日
）
に
あ
わ
せ
、

つ
く
し
保
育
園
の
年
長
組
二
十
一

人
が
九
月
二
十
四
日
、
乙
部
駐
在

所
前
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
国
道
を
走
行
中

の
車
、
約
五
十
台
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
に
「
安
全
運
転
で
、
気

を
つ
け
て
ね
。」
と
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
函
館
市
の
森
久
子
さ
ん

　

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
十
月
六

日
、
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ
、
朝

早
く
か
ら
約
八
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
町
の
景
観

を
守
ろ
う
と
、
毎
年
春
と
秋
に
開

催
さ
れ
て
い
て
、
各
自
治
会
町
内

会
や
各
種
団
体
を
中
心
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
、
今
回

も
参
加
者
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
残
念
そ
う
な
表
情
で
丁
寧

に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、

約
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ
が
拾
い

集
め
ら
れ
、
家
庭
か
ら
出
た
粗
大

ゴ
ミ
は
約
四
千
八
百
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
一
人
ひ
と
り
が
町

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

れ
ば
ゴ
ミ
は
道
路
に
捨
て
ら
れ
な

い
は
ず
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
町
地
域
福
祉
推
進
懇
談
会

が
、
乙
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
で
九
月
二
十
八
日
、
生
き
が

い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
自
治
会
町
内
会
の
役
員
や
民

生
児
童
委
員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方

な
ど
約
六
十
人
が
参
加
。

　

懇
談
会
の
冒
頭
、
全
国
消
費
生

活
相
談
員
協
会
の
島
谷
裕
子
氏
と
、

北
海
道
共
同
募
金
会
事
務
局
の
成

田
達
哉
氏
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

島
谷
氏
は
「
高
齢
者
の
消
費
者

被
害
対
策
」
と
題
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
悪
徳
商
法
や
製
品
事
故
の
事

例
を
あ
げ
、
不
安
や
疑
問
が
あ
っ

た
時
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

成
田
氏
は
「
共
同
募
金
運
動
を

と
り
ま
く
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
三

割
が
道
で
、
七
割
が
町
内
の
活
動

で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
あ
ら

か
ら
贈
ら
れ
た
交
通
安
全
祈
願
の

和
紙
細
工
や
、
保
育
園
で
園
児
た

ち
が
作
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、

交
通
安
全
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
、
各
自
治
会

町
内
会
や
企
業
の
皆
さ
ん
が
、
登

校
時
間
を
中
心
に
街
頭
指
導
を
行

い
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

「
安
全
運
転
で
、
気
を
つ
け
て
ね
！
」
と
心
を
こ
め
て

「
安
全
運
転
で
、
気
を
つ
け
て
ね
！
」
と
心
を
こ
め
て

き
れ
い
な
町
づ
く
り

〜
町
内
全
域
で
ク
リ
ー
ン
作
戦
〜

か
じ
め
各
地
域
に
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
目
標
額
が
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
募

金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
明
石
修
二
豊
浜

自
治
会
長
か
ら
、
今
年
五
月
に
発

足
し
た
見
守
り
隊
の
活
動
状
況
や
、

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
学
ん
だ
こ
と
を

い
か
し
、
近
所
の
人
や
自
治
会
町

内
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
祉
活
動
の
理
解
を
深
め
て

福
祉
活
動
の
理
解
を
深
め
て

〜
乙
部
町
地
域
福
祉
推
進
懇
談
会
〜

島谷裕子氏の講演島谷裕子氏の講演
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松田　直樹さん

友香さん

　１歳９ヶ月の女の子です。

　誰からも愛されるように
なってもらいたくて、字画を
調べてつけました

　元気で明るく、人を思いや
れる子に育ってほしいです。

梅川　正弘さん

麻理子さん

　１歳９ヶ月の男の子です。

　おねえちゃんが名付けまし
た。「拳」の字を使いたかっ
たので字画を調べて決めまし
た。

　強く、やさしく、たくまし
くそんな男の子に育ってほし
いです。

松田　彩
さ

愛
な

ちゃん

（豊　浜）

梅川　拳
けん

佑
すけ

くん

（緑　町）

ねんきんの窓窓

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。（その年の１月１日
から１２月３１日までに納付した保険料が対象です。）
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成２５年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が本年１１月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申告の際に
は必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。
　また、平成２５年１０月１日から１２月３１日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族
あてに送られた控除証明書を添付のうえ確定申告をしてください。
　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書専用ダイヤル（ナビダイヤル０５
７０－０７０－１１７）又は函館年金事務所（電話　０１３８－５６－１１６５）にお問い合わせください。

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年金は課税さ
れません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年１１月上旬までに日本年金機構から「扶養親族等申告書」が送付されますので、
提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘れると各種控
除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
　 なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

年金受給者のみなさまへ
『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

平成２６年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢 ６５歳未満 年金額が１０８万円以上
６５歳以上 年金額が１５８万円以上

〔7〕



　①ほとんど１日中ずっと気分が沈んでいる。

　②何に対しても興味がわかず、楽しめない。

　③疲れを感じたり、気力がわかない。

　④寝付けない、夜中や早朝に目が覚める。

　⑤動作や話し方が遅い、またはイライラしたり落ち着きがない。

　⑥食欲が低下、または体重の増減が激しい。

　⑦自分に価値がない、または申し訳ないと感じる。

　⑧仕事や家事に集中したり、決断することができない。

　⑨この世から消えてしまいたいと思うことがある。

１．「気づき」～ 困っている人は多くのサインを出しています。言葉に出来ない気持ちを態度や表情、

身体症状で発しています。

２．「共　感」～ とにかく話を聞いてあげてください。励ます、助けてあげる、と思うよりも、つらい

気持ちを聞いて欲しいのです。

３．「つなぎ」～ 病院への受診や保健師などへの相談を、すすめてあげてください。単なる気の持ちよ

うでは治りません。しっかりとした治療が必要です。

人は、意識的あるいは無意識に、相談する相手を選んでいるものです。

上記のチェックリストに当てはまると思う方が身近にいたり、親しい人から相談されたら、

下記のように接してみてください。

☆こころのチェックリスト☆  ☆こころのチェックリスト☆  ～いくつ当てはまりますか？～

☆まわりの人のSOSに気づいたら！？☆  ☆まわりの人のSOSに気づいたら！？☆  ～対応のポイント～

心が元気だと、身体も元気!!心が元気だと、身体も元気!!

１つでも当てはまる方は、心身の疲れが見られます。

休息、健康チェック、相談などの利用をおすすめします。

※毎日のように上記の症状が続いている（２週間以上）方は、

　専門機関への受診をおすすめします。

『メンタルヘルス講演会』のご案内
日時：平成25年11月14日（木）午後2時30分～ 5時
場所：生きがい交流センター

内容： ①講義：『気づいていますか？こころのサイン』

　　　　　東舘　麻知子氏（北海道メンタル評議会理事長・心理声聴士）

 ②運動：リラクゼーション・ハンドマッサージ

　　　　　佐々木　則子氏（函館フィットネススタジオジョイ・インストラクター）

 ③カウンセリング：希望者への個別相談を受け付けます

　　　　　東舘　麻知子氏

申込み：乙部町役場　町民課　保健衛生係（電話　62-2311）
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11
日 月 火 水 木 金 土

10
   27

10
   28

10
   29

10
   30

10
   31 1 2

3 文化の日 4 振替休日 5 6 7 8 9
（休日当番医　乙部町国保病院）（休日当番医　厚沢部町国保病院）ヒブワクチン予防接種

（国保　午後1時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後1時～）

カラダうれしい講座（運動）
（栄ふ　午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
1歳6か月児、3歳児健診
（交流　午後1時～）

離乳食教室
（栄ふ　午前10時～）
乙部町民文化祭
（町館・公民　午前9時～）

乙部町民文化祭
（町館・公民　午前9時～）

10 11 12 13 14 15 16
（休日当番医　道立江差病院）

乙部町民文化祭
（町館・公民　午前9時～）
（芸能発表　午後1時～）

ぴよぴよ広場
（ケア　午前10時～）

作って食べよう会
（栄ふ　午前10時～）

サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）
メンタルヘルス講演会
（交流　午後2時30分～）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

17 18 19 20 21 22 23勤労感謝の日

（休日当番医　佐々木病院）

乳がん検診
（ケア　午前8時30分～）
寺島絵里佳さん江差追分全国
大会日本一10周年記念公演
（公民　午後6時～）

ミニひよこサークル・MAMA　FIT
（交流　午前10時～）

三種混合予防接種
（国保　午後1時～）
四種混合予防接種
（国保　午後1時～）
カラダうれしい講座（ボクササイズ）
（交流　午後7時～）

赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午前9時45分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）
麻しん風しん予防接種（1歳児対象）
（国保　午後1時～）
BCG予防接種
（国保　午後1時20分～）
作って食べよう会
（町館　午前10時～）

（休日当番医　上ノ国診療所）

24 25 26 27 28 29 30
（休日当番医　道立江差病院）

子宮がん検診
（ケア　午前8時30分～）

こころの健康相談
（江保　午後3時～）

おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）
肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後1時～）

ひよこサークル
（交流　午前10時～）
健康相談
（ゆ里　午後1時30分～）
男のためのお達者教室（体操）
（ケア　午後1時30分～）

健康相談
（三愛　午前9時～）
健康相談
（三研　午前9時40分～）

会
場
・
場
所
省
略

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター （つ保）つくし保育園

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 (姫ふ）姫川ふれあいセンター

(豊セ) とよはま地区センター (三愛) 三ツ谷愛郷会館 （公民）公民館

(交流) 生きがい交流センター (三研) 三ツ谷研修会館 （町館）町民会館
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▲優勝に喜ぶサッカー少年団の選手▲優勝に喜ぶサッカー少年団の選手

第284号

　

十
月
十
二
日
、
第
二
十
四
回
町

民
歩
け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
、

八
十
歳
代
の
お
年
寄
り
か
ら
幼
児

ま
で
の
参
加
者
が
爽
や
か
な
汗
を

流
し
健
康
作
り
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
心
配
さ
れ
て
い
た
雨

も
上
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩

き
方
の
ポ
イ
ン
ト
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
後
、
町
民
体
育
館
前
を
出

発
し
姫
川
面
へ
約
五
㎞
か
ら
九
㎞

ま
で
の
距
離
別
の
三
コ
ー
ス
に
分

　

九
月
二
十
一
日
（
厚
沢
部
町
）

【
小
学
生
団
体
の
部
】

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団

（
小
松
歩
叶
・
陳
祐
綾
花
・
井
口

隆
太 

伊
藤
さ
く
ら
・
平
野
恵
夢
）

　
　
　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

【
中
学
生
女
子
個
人
の
部
】

準
優
勝　

若
木 

萌
桂

　
　
　

※
全
道
大
会
出
場
権
獲
得

【
中
学
生
男
子
個
人
の
部
】

第
三
位　

矢
野 

惣
大

　

十
月
十
三
日
（
町
民
体
育
館
）

一
回
戦　

乙
部
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

ボ
ー
ル
少
年
団

優
秀
選
手
賞　

早
川 

志
歩

　

十
月
十
三
日
（
せ
た
な
町
）

優　

勝 

乙
部
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
Ａ

（
坪
田
翔
・
小
田
歩
・
能
代
一
太

蠣
﨑
優
亮
・
宮
本
蓮
汰
・
渡
部
蓮

井
田
樹
・
菊
池
秀
太
）

最
優
秀
選
手
賞　

小
田 

歩

優
秀
選
手
賞　

坪
田 

翔

　
　
　
　
　
　

野
口 

愛
斗
（
Ｚ
チ
ー
ム
）

敢

闘

賞　

宮
本 

蓮
汰

　
　
　
　
　
　

笹
木　

洸
（
Ｚ
チ
ー
ム
）

か
れ
て
、
豊
か
な
自
然
の
景
色
楽

し
み
な
が
ら
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
風
が
強

く
吹
く
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、

風
に
も
負
け
ず
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
で

は
日
本
赤
十
字
社
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
災
害
用
炊
き
出
し
釜
を
活
用
し
、

炊
き
出
し
訓
練
を
兼
ね
て
、
食
生

活
改
善
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
豚
汁
を
味
わ
い
、
体
を
い
た

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

自然の景色を楽しみながら歩く参加者自然の景色を楽しみながら歩く参加者

ゴールしてから豚汁を味わいましたゴールしてから豚汁を味わいました

楽
し
く
歩
い
て
健
康
作
り

楽
し
く
歩
い
て
健
康
作
り

〜 
町
民
歩
け
歩
け
大
会 

〜

檜
山
管
内
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
流
大
会

江
差
地
方
法
人
会
杯

剣 

道 

大 

会

第
六
乙
部
カ
ッ
プ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　

九
月
十
三
日
（
町
民
プ
ー
ル
）

　

合
格
者
は
次
の
と
お
り
。

【
二
級
・
百
㍍
メ
ド
レ
ー
】

　
　

井
田　

樹

【
三
級
・
五
十
㍍
ク
ロ
ー
ル
】

　
　

明
石
琢
磨
・
佐
々
木
悠
椰

　
　

牛
谷
内
結
衣
・
坪
田
星
那

　
　

佐
々
木
真
生
・
佐
藤
愛
弥

【
四
級
・
二
十
五
㍍
背
泳
ぎ
】

　
　

石
田　

望

【
四
級
・
二
十
五
㍍
ク
ロ
ー
ル
】

　
　

菊
池
智
哉

【
五
級
・
二
十
五
㍍
ク
ロ
ー
ル
】

　
　

日
沼
一
颯

日 

本 

水 

泳 

連 

盟

泳 

力 

検 

定 

会
　

九
月
二
十
一
日
（
厚
沢
部
町
）

【
小
学
生
団
体
の
部
】

優　

勝　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

（
伊
藤
さ
く
ら
・
若
木
晶
陽
・
平
野
恵
夢

　

堀
田
遥
花
・
陳
祐
綾
花
）

【
中
学
生
団
体
の
部
】

第
三
位　

乙
部
剣
道
少
年
団
Ａ

（
矢
野
惣
大
・
若
木
萌
桂
・
清
水
悠
貴
）

【
小
学
生
二
年
生
以
下
の
部
】

第
三
位　

平
野 

綾
人

【
小
学
生
三
・
四
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

小
松 

歩
叶

準
優
勝　

井
口 

隆
太

【
小
学
生
五
・
六
年
男
子
の
部
】

準
優
勝　

平
野 

恵
夢

【
中
学
生
男
子
の
部
】

第
三
位　

矢
野 

惣
大

【
小
学
生
三
・
四
年
女
子
の
部
】

第
三
位　

小
松 

流
歌

【
小
学
生
五
・
六
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

伊
藤 

さ
く
ら

準
優
勝　

若
木 

晶
陽

第
三
位　

陳
祐 

綾
花

【
中
学
生
女
子
の
部
】

準
優
勝　

若
木 

萌
桂
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秋の植物についての説明を聞く参加者秋の植物についての説明を聞く参加者就学時健診で講話を聞く保護者就学時健診で講話を聞く保護者

　

十
月
六
日
、
長
法
方
面
に
お
い

て
秋
の
森
林
浴
と
植
物
観
察
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
参
加
者
は
、
ガ
ロ
ー
の
沢

林
道
の
コ
ー
ス
お
よ
そ
三
㎞
の
道

の
り
を
秋
の
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
ま
し
た
。

道
中
で
は
、「
乙
部
植
物
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク 

森
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

と
見
比
べ
な
が
ら
生
育
す
る
植
物

の
種
類
を
調
べ
た
り
、
秋
の
草
花

　

十
月
九
日
、
町
民
会
館
に
お
い

て
来
年
度
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も
達
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診

断
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
で
は
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も

達
が
小
学
校
生
活
を
円
滑
に
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
と
、
保
護

者
を
対
象
に
小
学
校
入
学
ま
で
に

身
に
つ
け
た
い
こ
と
に
つ
い
て
の

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

入
学
前
に
身
に
つ
け
た
い
こ
と

入
学
前
に
身
に
つ
け
た
い
こ
と

〜
秋
の
森
林
浴
と
植
物
観
察
会
〜

〜 

就 

学 

時 

健 

康 

診 

断 

〜

　芸術の秋に、今年も町民文化祭が開催されます。
　この日のために趣向を凝らして作成した数々の作品展
示をはじめ、舞踊や吹奏楽、子ども達の踊りなどの芸能
発表や各種バザーなど盛りだくさんの内容となっていま
す。送迎バスも運行しますので、皆さまのご来場をお待
ちしています。

日　程：１１月８日 ( 金 ) ～ 1０日 ( 日 )　展示
　　　　　　　９日 ( 土 )　子どものコーナー
　　　　　　１０日 ( 日 )　芸能発表、バザー
会　場：町民会館、公民館
内　容：特別展示《乙部のいまむかし・農業編》
　　　　作品展示（書、手芸、工芸作品など）
　　　　芸能発表（舞踊、合唱、ダンスなど）
　　　　特別コーナー（食堂、バザーなど）

【 一 般 向 け 】
●花や咲く咲く （あさの あつこ）
●日本人の知らない日本語３ （蛇蔵）
●「朝３０秒の正座」で腰痛が治る （金 聖一）
●家族写真 （萩原 浩）
●シュガー・ホリック３ （斉河 燈）
●アクティブメジャーズ （今野 敏）
●祈りの幕が下りる時 （東野 圭吾）
●お弁当。アンソロジー （阿川 佐知子 他）
●豆腐・厚揚げ・納豆のおかず２２６品
 （ライフ&フーズ編集室）
【幼児・児童向け】
●そうじきのつゆやすみ （村上 しいこ）
●はこちゃん （かんの ゆうこ）
●かずのえほん （いもと ようこ）
●おめんです （いしかわ こうじ）
●たぶんねこ （畠中 恵）
●お願い！フェアリー１１ （みずの まい）
●バンジのにゃむにゃむ日記 （ジョンイ）
●りなとなめこの探偵日記２ （サクセス）
●ドギーマギー動物学校３ （姫川 明月）
●毎日が楽しくなるきせつのお話366 （長谷川 康男）

を
見
つ
け
る
と
写
真
に
収
め
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
途
中
に
ボ
リ
ボ
リ
や
ハ

タ
ケ
シ
メ
ジ
な
ど
の
キ
ノ
コ
を
見

つ
け
る
と
楽
し
そ
う
に
採
取
し
て

い
ま
し
た
。

　

散
策
を
終
え
る
と
、
事
前
に

採
っ
て
お
い
た
ボ
リ
ボ
リ
を
は
じ

め
、
ナ
メ
コ
や
シ
メ
ジ
な
ど
の
キ

ノ
コ
汁
を
作
り
秋
の
味
覚
を
味
わ

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
乙
部
の

　

講
話
は
、
乙
部
町
教
育
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
村
彰
氏
を
講
師

に
、
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
や
生

活
の
約
束
事
な
ど
に
つ
い
て
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
親
が
人
生
で
最

初
の
教
師
で
あ
り
、
毎
日
の
生
活

を
通
し
て
、
特
に
集
団
生
活
へ
の

適
応
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

入
学
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
家
庭

で
少
し
ず
つ
身
に
付
け
て
い
た
だ

乙部の生活文化の今を見つめ、さらなる未来へ

『第４６回乙部町民文化祭』

き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
元
気
に
入
学
す
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

秋
を
目
と
舌
で
も
堪
能
し
、
秋
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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十
一
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講

習
の
日
程
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▽
11
月
14
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

▽
11
月
26
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

乙部町国民健康保険病院　11月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　11月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00午後1:00～ 3:00診療受付時間診療受付時間

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

村
瀬

乙
部
国
保
病
院

厚
沢
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

上
の
国
診
療
所

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

奈
良

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

藤
永

午
後

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

村
瀬

奈
良

奈
良

藤
永

藤
永

村
瀬

藤
永

村
瀬

村
瀬

藤
永

奈
良

奈
良

奈
良

藤
永

『肝臓医療講演 in 道南地区』開催要領

道立江差病院からのお知らせ道立江差病院からのお知らせ

防衛省・自衛隊から採用試験のお知らせ
：肝がんの不安のなくなる世の中を目指して
：11月23日午後1時～
：厚沢部町保健福祉センター　多目的ホール
：

　　医療講演
　　テーマ『肝炎治療はここまでできる！　患者さんと探し

続けるB型、C型肝炎の治療法』　～肝がん検診
団の取り組みから

　　演　者　肝がん検診団団長
　　　　　　札幌緑愛病院肝臓センター所長　川西　輝明

：肝がん検診団
：肝炎友の会はまなす会　肝がん検診団

問い合わせ：乙部町役場町民課（62-2311）

分娩予約の受付を開始しています。
《受付対象者》
◆経産婦（平成２６年３月２１日以降出産予定者）であって、
正常な分娩が見込まれる方

◆経産婦でも高齢（３５歳以上）出産となる方については、
医師が診察の上、当院で出産可能かどうか判断いたします。

※初産の方・帝王切開の既住歴のある方は、安全性を考慮し、
函館市内等の医療機関受診をお願いしています。

《当面の対応》
●産婦人科医師が３６５日・２４時間の体制となるのは来年
３月からです。

　この間、産婦人科医師不在時等の緊急対応は函館中央病院
にお願いしているため、江差病院での分娩を予約された方
については、一度、函館中央病院にも受診していただくこ
ととしております。

●当院の体制が整うまでの間、当院での分娩を予約された方
で入院が必要となった方、または、産婦人科医師不在時に
体調に異常を感じた方については、函館中央病院で対応し
ていただくことになります。

陸上自衛隊高等工科学校生徒
： １５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業者

 （来春卒業予定者含む。）
： 「推薦採用試験」

　　　　　　　平成２５年１１月１日（金）～
　　　　　　　平成２６年１月１０日（金）まで
 「一般採用試験」
　　　　　　　平成２５年１１月１日（金）～
　　　　　　　　　　　　１２月６日（金）まで

： 「推薦採用試験」
　　　　　　　平成２６年１月１１日（土）～
　　　　　　　　　　　　１月１３日（月）
　　　　　　　までの間の指定する１日
 「一般採用試験」
　　　　　　　平成２６年１月１８日（土）
※細部につきましては、自衛隊江差地域事務所及び役場へお
問い合わせください。
※問い合わせ： 乙部町役場　総務課（62－2311）
 自衛隊江差地域事務所（52－2476）

全道一斉すずらん無料法律相談会のお知らせ

～弁護士があなたの町にうかがい無料の相談を致します～

　平成２５年１１月２２日　１３時～１６時
　町民会館
　無料
　平成２５年１１月５日から
　乙部町役場　総務課　（電話62－2311）

※当日の飛び込み相談も受け付けますが、予約された方を優
先致します。

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　病院改修工事のため、　駐車場が狭くなっておりますが、ケアセンター前駐車場もご利用できます。 〔12〕



11月の診療予定です

12月2日は個人事業税〈第2期〉の納期限です。お問い合わせは檜山振興局へ。

外科新任医師紹介外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　5日・13日・14日・19日・27日・28日
午後　13日・27日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　6日・20日・27日

皮　 膚　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　1日・15日・29日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

　４月より赴任しました外科の
川﨑浩之です。３月までは札幌
月寒病院に２年間勤務しており
ました。
　これまでは、紋別、木古内、
札幌、芦別、苫小牧の病院で腹
部外科を中心に医療を行なって
おりました。
　私は道南への赴任は二度目で
すが江差は初めて来ました。と
にかく風が強いという印象で
す。また、海も見え非常にきれ
いなので気持ちが安らぎます。腹部外科とは言いましても鼠
径ヘルニア、痔核、けが、体のできものなども診療の領域で
す。これまでに得た知識や経験を少しでもこの道立江差病院
で患者様に提供できるように努力してまいります。どうぞよ
ろしくお願い致します。

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨
時採用は面接のみ） 
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

〜
時
効
に
つ
い
て
〜

　

み
な
さ
ん
は
「
時
効
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
何

か
し
ら
後
ろ
め
た
い
こ
と
や
隠
し
て

お
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
で
も
そ

れ
を
後
に
な
っ
て
「
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
け
ど
、
も
う
時
効
だ
か
ら
話

す
よ
」
な
ど
と
笑
い
話
に
す
る
と
き

に
、
時
効
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
、

法
律
的
な
意
味
あ
い
と
は
異
な
る
も

の
で
す
。

　

一
方
で
、「
時
効
」
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
た
な
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
悪
い
こ
と
を
し

た
人
間
が
、「
時
効
」
に
よ
っ
て
捕

ま
ら
な
い
ま
ま
逃
げ
切
る
こ
と
を
許

し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
公
訴
時

効
」
と
い
い
、
一
定
の
期
間
の
経
過

に
よ
り
、
検
察
官
が
起
訴
し
て
有
罪

か
無
罪
か
を
裁
判
所
に
問
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
の
で
す
。
た
だ
し
、

殺
人
罪
な
ど
の
よ
う
に
、
人
を
死
亡

さ
せ
、
な
お
か
つ
死
刑
が
あ
り
得
る

よ
う
な
重
大
な
罪
に
つ
い
て
は
、
公

訴
時
効
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
事
事
件
の
場
合
で
も
「
時
効
」

は
あ
り
ま
す
。
一
定
の
期
間
、
一
定

の
条
件
の
も
と
で
他
人
の
物
を
占
有

し
続
け
た
場
合
に
、
そ
の
物
を
自
分

の
物
に
で
き
る
「
取
得
時
効
」
と
、

一
定
期
間
請
求
権
を
行
使
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
債
務
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
る「
消
滅
時
効
」

で
す
。「
消
滅
時
効
」
に
つ
い
て
は
、

突
然
、
消
費
者
金
融
等
か
ら
の
請
求

が
来
た
場
合
に
有
効
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
請

求
が
来
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご

相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ご
予
約
は
、
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
６
３
ま
で
。
お
気
軽
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

板
垣
義
一
）

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り
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善
意
に
感
謝
し
ま
す

９
月
15
日
〜
10
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね

和
島　

伶れ

旺お
ち
ゃ
ん（
央
法
・
加
奈
・
男
の
子
）
館
浦

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

大
橋　
　

茂
さ
ん（
86
歳
）緑　

町

池
浦　

昭
雄
さ
ん（
84
歳
）元　

和

林　

仁
太
郎
さ
ん（
96
歳
）緑　

町

阿
部
ユ
エ
子
さ
ん（
76
歳
）元　

和

櫻
井　

則
幸
さ
ん（
44
歳
）花　

磯

敦
賀
キ
ミ
ヱ
さ
ん（
85
歳
）栄　

浜

戸
澤　

花
枝
さ
ん（
86
歳
）元　

和

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

11月は固定資産税〈第4期〉の納期限です。

町 の 人 口
＝９月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,962（-３）〈-５〉

人 口 4,220（-13）〈-28 〉

男 1,945（-６）〈-14 〉

女 2,288（-７）〈-14 〉

　

乙
部
中
学
校
二
年
生
（
三
十
四

人
）
の
職
場
体
験
学
習
が
、
十
月

二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日
間
、

町
内
外
の
事
業
所
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

職
場
体
験
学
習
は
、
実
際
に
仕

事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
普
段
の

授
業
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
働
く

こ
と
の
意
味
や
社
会
生
活
に
つ
い

て
、
働
い
て
い
る
人
の
姿
か
ら
学

び
、
自
ら
考
え
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
、
進
路
選
択
に
も
役
立
て
よ
う

と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
場
体
験
を
通
じ
て
生
徒
た
ち

は
、
い
つ
も
と
違
う
状
況
の
中
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
仕
事
の
大
変
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ

な
す
為
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す

る
か
を
職
場
の
人
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

郵
便
局
で
体
験
し
た
佐
野
凌
希

君
と
立
木
壱
誠
君
は
、「
模
擬
紙

幣
を
数
え
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
少
し
ず
つ
早
く
数
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」と
。
ま
た
、

消
防
署
で
体
験
し
た
佐
々
木
悠
君

は
、「
初
め
て
防
火
服
や
放
水
訓

　

ふ
る
さ
と
会
の
根
室
乙

友
会
会
長
の
石
中
勇
三
郎

さ
ん
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の

お
年
寄
り
で
食
べ
て
く
だ

さ
い
。」
と
、
旬
の
サ
ン

マ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
中
さ
ん
か
ら
は
、
毎

年
サ
ン
マ
が
届
い
て
お
り
、

お
と
べ
荘
の
入
荘
者
ら
で

お
い
し
く
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

元
和
の
中
村
一
郎
さ
ん
ご
夫
妻

の
畑
で
、
八
月
号
で
ご
紹
介
し
た

き
ゅ
う
り
に
続
き
、
三
本
の
ナ
ス

が
く
っ
つ
い
た
よ
う
な
大
き
な
ナ

ス
が
な
り
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
「
鳥
に

似
た
形
の
き
ゅ
う
り
と
、
大
き
い

ナ
ス
と
、
二
つ
も
珍
し
い
形
を
し

た
野
菜
が
採
れ
る
年
は
初
め
て
で

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

・
阿
部
忠
義
さ
ん
（
潮
見
）

三
万
円

　

第
二
十
八
回
さ
っ
ぽ
ろ
乙
部
会

総
会
が
、
十
一
月
三
十
日
に
札
幌

市
の
ホ
テ
ル
ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、

入
会
や
総
会
へ
の
出
席
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
十

一
月
十
一
日
ま
で
に
乙
部
町
役
場

総
務
課（
電
話
六
二
―
二
三
一
一
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふるさとにサンマふるさとにサンマ
をプレゼントをプレゼント

お
お
き
い
ナ
ス
ナ
ス

な
り
ま
し
た

働
く
姿
か
ら
学
ぶ
こ
と

働
く
姿
か
ら
学
ぶ
こ
と

乙
部
中
学
校
職
場
体
験
学
習

乙
部
中
学
校
職
場
体
験
学
習

　

今
月
は
、乙
部
中
学
校
二
年
生
が
、

職
場
体
験
で
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

役
場
に
来
て
く
れ
た
二
人
に
は
、

こ
の
ペ
ー
ジ
上
段
の
職
場
体
験
の
記

事
を
実
際
に
書
い
て
も
ら
い
、
広
報

づ
く
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

最
近
の
中
学
生
は
、
パ
ソ
コ
ン
も

使
え
る
し
、
カ
メ
ラ
も
す
ん
な
り
使

え
て
、
わ
た
く
し
の
中
学
時
代
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
今
よ
り
さ
ら
に
素
晴
ら

し
い
技
術
を
よ
り
良
く
使
え
る
社
会

人
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

練
を
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
が
多
か
っ
た
の
で

疲
れ
ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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